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西
区
み
な
と
み
ら
い
3
,
1
,
I
6

『

F



¥
I
¥
I
¥／
ヽ
／
ヽ
ノ
＼
／
ヽ
ノ
＼
f
ヽ
／
ヽ
／

梅
林
の
生
い
立
ち
を
知
る
楽
し
さ
。
木
崎
偏
男

「
桜
切
る
馬
鹿
、
梅
切
ら
ぬ
馬
鹿
」
と
い
う
諺
が
あ

り
ま
す
。
桜
は
枝
を
切
る
と
枯
れ
込
み
や
す
く
、
せ

ん
定
し
難
い
木
な
の
に
対
し
、
梅
は
せ
ん
定
に
よ
く

耐
え
、
何
処
で
も
切
れ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
桜
は
せ
ん
定
し

な
く
て
も
自
然
に
よ
い
姿
に
な
っ
て
よ
く
花
を
付
け

ま
す
が
、
梅
は
放
置
す
る
と
枝
が
込
み
す
ぎ
、
実
が

付
か
な
く
な
り
ま
す
。
よ
い
実
を
た
く
さ
ん
付
け
さ

せ
る
た
め
に
は
、
せ
ん
定
作
業
は
欠
か
せ
な
い
木
で

あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

梅
の
せ
ん
定
に
は
、
実
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
せ
ん
定
、
庭
木
と
し
て
花
を
楽
し
む
た
め
の
せ
ん

ー

か

梅は桜とちがい、近くで

観賞し、愛でる花木。

定
が
あ
り
、
せ
ん
定
方
法
が
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。

品
種
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

梅
林
も
そ
の
生
い
立
ち
を
色
涙
く
残
し
て
い
て
、

実
梅
を
主
眼
に
栽
培
し
、
花
時
に
な
る
と
観
光
客
に

見
せ
て
い
る
と
こ
ろ
、
初
め
か
ら
鑑
貨
を
目
的
に
開

3

設
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
ま
た
、
そ
の
両
方
を
ね
ら
っ
た

兼
用
型
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
の
追
い
を
矧
り
、

梅
の
特
徴
が
分
か
れ
ば
、
梅
見
も
い
っ
そ
‘
2宋
し
く

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

き
ざ
き
．
の
ぷ
お
●
1
93
7年
生
ま
れ
。
少
年
時
代
か
ら
花
づ
く
り

を
始
め
、
大
学
卒
業
後
、
神
奈
川
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
大
船
植
物

園
に
勤
務
。
現
在
、
県
立
相
模
原
公
困
内
「
緑
の
相
談
所
」
相
談
員
。

表
紙
・
裏
表
紙
／
祖
我
梅
林



※
開
乱
、
梅
ま
つ
り
の
時
期
な
ど
は
、
各
施
設
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上／竜が地を這うような枝ぷりの

臥竜梅の古木。下／池の向こうに

見えるのは三渓園のシンボルという

旧燈明寺三重塔。塔周辺に梅林力ぢ

全

三
渓
園

横
浜
市
中
区
木
牧
三
之
谷

日本最初の洋式競馬場の跡地

に造成された公園で、その一

角に梅林があり、敷地内には

馬のt索雛官が。

令

▽

根
岸
森
林
公
園

横
浜
市
中
区
木
牧
根
芹
台

令

大
倉
山
公
園

横
浜
市
港
北
区
太
尾
町

上／梅まつりでにぎわ

う園内。下／公園入口

付近。固内には遊歩道

が設けられ、 20分ほど

で周遊できます。桜の

景勝地としても知られ

ています。

か

な

が

ゎ

梅

の

名

所

十

大倉山公園

L

-

o 250 soom 
l 「 |

＼ 根岸森林 山手駅

公園ふ贔 ？本牧

緑斧
逸＼＼

三渓園

首
都
一
昂
速
湾
岸
線呵

一

●
問
い
合
わ
せ
先
ら
横
浜
市
北
部
公
園
緑
地
事
務
所

6
0
4
5
(
3
1
1
)
2
0
1
6
 

◆
東
急
東
横
線
大
危
山
駅
か
ら
徒
歩
約
10分
／
入
園
自
由
／
駐
車

場
な
し

が

し
＂

横
浜
市
の
数
あ
る
名
所
の
中
で
も
最
も
雅
趣
に
富
ん

だ
名
園
が
三
漢
園
。
生
糸
貿
易
商
•
原
一
云
次
（
本
名
窟

太
郎
）
に
よ
っ
て
造
ら
れ
明
治
三
十
九
年
に

一
般
公
開
。

自
然
の
起
伏
そ
の
ま
ま
の
広
大
な
敷
地
の
中
に
京
都
や

鎌
倉
の
歴
史
的
建
造
物
が
移
築
さ
れ
、
四
季
の
花
々
が

た
く
み
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
c

梅
林
は
庭
園
南
側
の
外
苑
周
辺
に
あ
り
、
開
花
期
に

、

は
、
紅
梅
、
白
梅
を
中
心
に
上
海
市
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

紐
篇
ゃ
臥
竜
梅
な
ど
約
六
百
本
が
咲
き
競
い
ま
す
。

ゃ
レ
―

ま
た
、
谷
戸
の
自
然
を
残
し
て
造
ら
れ
た
大
倉
山
公

園
と
広
大
な
芝
生
場
の
あ
る
根
岸
森
林
公
園
は
、
ピ
ク

ニ
ッ
ク
気
分
が
満
喫
で
き
る
梅
の
名
所
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。m-I

 

◆
J

R
根
岸
線
根
岸
駅
か
ら
バ
ス
で
滝
の
上
下
車
す
ぐ
／
入
園
自

由
／
駐
車
場
有
料

◆
問
い
合
わ
せ
先
ら
横
浜
市
中
部
公
固
緑
地
事
務
所

6
0
4
5
(
7
1
1
)
7
8
0
2
 

※
地
図
は
す
べ
て
概
略
図
で
す

二

選



梅の

種類
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全
田
浦
梅
の
里

ウ
メ
の
名
の
山
来
は
、
う
む
み
（
熟
実
）
が
約
転

し
た
と
い
う
説
と
巾
国
語
音
の
メ
イ
が
転
訛
し

た
と
い
う
説
が
有
力
。
原
産
は
中
国
と
さ
れ
｀

余
良
時
代
前
期
に
渡
来
し
た
と
の
こ
と
。
バ
ラ

科
サ
ク
ラ
属
の
落
葉
低
木
で
、
花
の
色
に
よ
っ

生
田
緑
地

川
崎
市
多
床
区
生
田

小
高
い
山
の
頂
上
か
ら
は
梅
林
の
向

こ
う
に
東
京
湾
が
見
渡
せ
ま
す
。
す

ぐ
下
に
は
京
急
本
線
が
走
り、

電
車

の
窓
ご
し
に
満
開
の
梅
の
花
が
。

て
自
梅
と
紅
梅
に
識
別
し
た
り
、
口
的
に
よ
っ

て
実
梅
と
花
術
を
区
別
し
た
り
し
ま
す
が
、
園

芸
上
は
原
利
に
近
い
野
梅
系
と
樹
勢
が
強
い
翌

後
系
、
紅
花
が
多
い
紅
梅
系
の
三
系
に
分
類
さ

れ
、
現
在
約
―
・
デ
H
品
種
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

横
須
賀
市
田
浦
大
作
町
ば
か

-U
-

白
梅
が
多
い
神
奈
J
I
I
県
の
梅
林
の
中
で
、
紅
梅
が
目
に
も
鮮
や
か
。
広
い

固
内
で
は
梅
見
が
て
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
が
楽
し
め
ま
す
。

◆ JR横須賀線田浦吠から徒歩約20分／

入園自由／駐車場なし

◆問い合わせ先：横須賀市公園管理課

ffil468 (22)8333 

⑯ 
疇

唸~"'"'
田浦梅の里

魚 田浦緑地
令
伶争

唸
0 25D SDOm 
I I I 

多
摩
斤
陵
の

一
角
に
位
椴
す
る
広
大
な
自
然
公
園
。

一
七
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
園
内
に
は
令
国
各
地
の
古
民
家

を
移
築
し
た

H
本
民
家
園
や
胄
少
年
科
学
館
、
岡
本
太

羹
術
館
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
梅
林
は
緑
地
入
11か
ら

散
策
路
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
十
五
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ

に
あ
り
、
二
月
中
旬
に
は
紅
梅
を
中
心
に
五
十
種
、
約

百
十
本
か
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
梅
の
ほ
か
に
桜
、
ハ
ナ

シ
ョ
ウ
プ
が
有
名
で
す
。

ー所

5
 

ー勺

務
5

烹
i

王詞-位
-i

由
：

ヶ

自

先

向

園

せ

線

入

わ

急
／
令

~允
5

昭
和
九
年
に
天
皇
陛
下
の
ご
生
誕
を
記
念
し
て
地
几

有
志
が
約
七
百
本
の
梅
の
木
を
柏
え
た
の
が
始
ま
り
。

そ
の
後
も
梢
樹
さ
れ
、
現
在
約
．

一千
七
百
本
に
な
り
、

ぷ
ん

ご

．―-浦
半
島
最
人
の
梅
の
名
所
に
。
豊
後
、
白
加
賀
な
ど

の
実
梅
は
横
須
賀
プ
ラ
ン
ド
の

「梅
わ
い
ん
」
に
使
用

さ
れ
、
市
の
特
産
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
梅
が
開
化
す

る
二
月
上
旬
に
は
ス
イ
セ
ン
も
見
頃
で
、
あ
で
や
か
に

咲
き
競
う
姿
が
楽
し
め
ま
す。

i

-

.... 
枡形山． 

日木民家国

生田緑地

／梅林

斜ふ
寃}

向ヶ丘遊園 ・

O 250 500m 
I I I 

7
 

6
 



□本人と

梅

令

▽
瑞
泉
寺
鎌
倉
市
二
階
堂

梅
の
香
り
で
硲
を
開
け
る
鎌
倉
の
春
。
中
で
も
瑞

泉
寺
の
梅
林
は
日
本
屈
指
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
。
鎌
倉

時
代
の
名
僧
夢
窓
疎
石

（国
師
）
の
た
め
に
建
て
ら

れ
た
と
い
う
禅
寺
で
、
境
内
全
域
が
同
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
梅
を
中
心
に
、
地
蔵
堂
の
脇

の
紅
梅
、

山
門
近
く
に
咲
く
枝
垂
れ
梅
、
本
堂
前
の

茨
梅
な
ど
の
名
木
が
そ
ろ
い
、
古
寺
の
雰
囲
気
に
消

雅
な
彩
り
を
与
え
ま
す
。
梅
の
ほ
か
に
ス
イ
セ
ン
、

フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
、
椿
、
ミ
ツ
マ
タ
、
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ

な
ど
春
を
告
げ
る
化
が
次
々
に
開
化
し
ま
す
。

ま
た
、
駆
け
込
み
寺
（縁
切
寺
）
の
辿
称
で
知
ら
れ

る
東
殿
寺
の
梅
林
も
有
名
。
と
く
に
境
内
・
花
苑
に

安
置
さ
れ
た
露
座
仏
を
覆
う
梅
の
風
惜
に
ひ
か
れ
て

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

◆
J
R
横
須
賀
線
鎌
倉
駅
か
ら
パ
ス
で
大
塔
宮
下
車
、
徒
歩
12

分
／
拝
観
:
9
時
i
17時

(1
0
!
3
月
は
16
時
30分
ま
で
）／

拝
観
科
：
1
0
0
円
／
駐
豆
場
あ
り

◆
問
い
合
わ
せ
先
占
瑞
泉
寺

6
0
4
6
7
(2

2)
1
1
9
1

か
つ
て
は
8
本
の
花
と
い
え
ば
梅
で
し
た
。
rh

葉
楳
」
に
は
桜
の
歌
四
卜
余
首
に
対
し
て
、
梅

を
詠
ん
だ
歌
は
r
H
十
余
首
学
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
は
梅
と
い
え
ば
白
梅
。
平
安
時
代
に
な
っ

て
紅
梅
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
平

安
京
に
造
都
し
て
間
も
な
く
官
中
で
開
か
れ
た

花
見
は
桜
で
、
こ
の
頃
か
ら
Fl本
の
花
の
代
名

詞
は
桜
と
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
し
か
し
、
柑
は

食
用
に
も
迂
並
。
江
戸
時
代
に
は
、
梅

rし
は

庶
民
の
家
庭
の
常
備
食
と
も
な
り
ま
し
た
。

ゃ
厖
5

心
二階堂

•鶴岡八幡宮

散在ヶ池

森林公園

唸，
沿，

令

◇
東
慶
寺

鎌
倉
市
山
ノ
内

二芦 ＼`―'=""'全 ---- ---

上／閑寂な古寺の雰囲気の中で梅見を楽

しむ人たち。 奥に霞座仏の花苑が。 梅の

見頃が過ぎると、ハナモクレンが見事な

花を咲かせます。下／山門から花苑へ。

，
 

8
 



広い園内のほとんどが梅林にc 他には世界の珍しい植物が植栽

されています。梅図の忌台から小田原市内を一望できます。

9
辻
村
植
物
公
園

小
田
原
市
荻
窪

舎

▽

曽
我
梅
林

小
田
原
市
曽
我
別
所
・
曽
我
岸

小
田
原
城
址
公
園

小
田
原
市
城
内

上
／
城
址
公
園
の
石
垣
の
下
か
ら
見
上
げ

る
天
守
閣
。
青
空
に
映
え
る
紅
梅
が
見
事

で
す
。
右
／
城
門
前
の
白
梅
の
古
木
。
そ

の
19ま
い
は
風
格
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
）^

右
／
曽
我
梅
林
か
ら
富
士
を
望

む
情
景
は
、
昭
和
49
年
に

「神

奈
川
嗅
の
景
勝
50選
」
に
選
ば

れ
て
い
ま
す
。
下
／
瑞
雲
寺
境

内
に
咲
く
見
哀
な
枝
垂
れ
梅
。

辻村植物公園
いこいの森

o 500 1000m 
I I I 

-y 
~ 
~ 

~~ 
升、
吻

城山公園

釦

関
東
の
花
便
り
は
小
出
原
の
白
梅
か
ら
。

小
田
原
城
址
公
園
で
は
天
守
閣
前
広
場
の
'U梅
が
樹

勢
も
旺
盛
。
や
や
遅
れ
て
紅
梅
が
温
か
な
色
を
添
え
て

満
開
を
迎
え
ま
す
。
城
樅
や
堀
割
、
歴
史
見
閾
館
前
な

ど
随
所
で
観
宜
で
き
ま
す
。

小
田
原
市
の
西
部
丘
陵
に
あ
る
辻
村
植
物
公
園
は
平

成
一
生年
に
開
固
。
辻
村
農
園
の
梅
林
を
小
出
原
市
が
新

た
に
照
備
し
た
も
の
で
、
六
卜
年
か
ら
七
卜
年
を
重
ね

た
老
梅
な
ど
、
約
莉
百
六
十
本
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

10

小
田
原
の
白
梅
と
い
え
ば
凶
我
。
梅
ま
つ
り
の
時
期

に
は
約
三
万
五
千
本
の
白
梅
が
次
々
と
開
花
し
、
曽
我

の
里
は
廿
い
香
り
に
包
ま
れ
ま
す
。
今
や
凶
我
の
梅
林

歩
き
は
小
田
原
の
早
春
の
風
物
詩
と
も
な
り
、
県
内
、

県
外
か
ら
の
観
梅
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

，
 

◆
小
田
原
駅
か
ら
徒
歩
約
10分
／
入
固
無
料
／
駐
車
場
あ
り
（有
料
）

●
問
い
合
わ
せ
先
？
小
田
原
市
観
光
課

（城
址
公
園
担
当
）

6
0
4
6
5
(
2
3
)
1
3
7
3
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十

幕
山
公
園

湯
河
原
町
鍛
冶
屋
•
吉
浜

窓所から眺めると、パノラマのよ うな

花景色が広がり、山裾を歩くと、紅白

の色模様の中に埋もれてしまいます。

]
.
＼
 

上／蘇蜂堂の書斎からの眺め。梅

の開花を楽しみにしていたという

蘇経は、早春の好日には毎年訪れ

たそうです。右／交含昔し、屈曲す

る枝の力強さに目が奪われます。

9認
富
蘇
峰
記
念
館

二
宮
町
二
宮

◆ JR東海道線湯河原駅から臨時パスで幕

山公園下車（梅の期間中運行）、徒歩約

20分／入園自由／駐車場有科

◆問い合わせ先：湯河原町観光課

も0465(63)2111 

（初湯河原温泉観光協会

ffi)465 (64) 1 234 

....蒜山

幕山公園•

城山

・1 
O 500 1000m 
I ! I 

＇
ー
．

＇ー
1

ー

か
や

と

麻
111は
標
窃
六
二
五
＂
い
の
が

い
の
山
。
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
が
あ
り
、

Jll腹
の
岸
壁
は
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
マ
ー

の
練
甲
11
場
と
し
て
使
わ
れ
、
頂
上
か
ら
は
見
事
な
眺
望

が
楽
し
め
ま
す
。
そ
の
幕
山
西
麗
の
斜
面

一
帯
に
梅
林

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
暮
山
を
秤
娯
に
三
千
本
を
超
え

る
'U
梅
、
紅
枷
が
Ilr館
を
染
め
て
、

ま
る
で
和
紙
に
絵

具
が
滲
ん
だ
よ
う
な
幻
想
的
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観

が
観
ら
れ
ま
す
。

● JR東海道線二宮駅から徒歩12分／開

館：月、水、金曜日の10時-16時（観

梅の時期は、土、日も開館。車での来館は

こ遠慮ください）／特別休館日：年末年

始、 8月第3・4週／入館有科

蛉 1い合わせ先：徳富蘇縫記念塩崎財団

匹0463(71)0266 

ご恵m富呵記念館繋

L

-

と
く
と
み

●
｀
3

＂‘r

徳
富
蘇
峰
は
明
治
二
十
年
に
民
友
社
を
設
吃
し
、
雑

誌
「
国
民
之
友
」
や

「国
民
新
聞
」
を
発
行
し
た
ジ
ャ

み
一

ー
ナ
リ
ス
ト
。
作
家
・

歯
花
の
兄
。

記
念
館
は
、
群
峰
の
晩
年
の
秘
吾
塩
崎
彦
市
に
よ
っ

て
氏
の
邸
内
の
．
角
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
蘇
峰
が

愛
し
た
と
い
う
枷
林
に
は
、
樹
齢
三
百
年
を
超
す
臥
迄

梅
の
古
木
な
ど
約
九
十
木
が
枝
ぶ
り
も
見
事
に
育
ち
、

か
ら

味
わ
い
深
い
風
佑
を
餓
し
出
し
て
い
ま
す
。

可
碍
“

ー3 
12 



宗我神社裏手の民家の庭に樹齢

50年から60年の見事な牡丹梅が。

中河原

梅林

＠ 

下
曽
我
駅

• 瑞雲寺

•宗我神社

•法輻寺

• 城前寺

• 東光院

別所梅林

上／いたるところか

ら富士の姿が現れま

す。なかでも瑞雲寺

からの眺めは絶景。

． 
法蓮寺

ー O 250 500m 
I I I 

名::.“合••こ
毎年、梅まつりの期間中に開催される流鏑

馬の行事。写真提供／小田原市観光課。

Jli

が
i

旧
曽
我
郷
六
ヶ
村
の
総

鋒
＃
だ
っ
た
宗
我
神
社
。

.:.: 
上／皆、地図をたよりにマイペースで

~ 
散策。左／瑞雲寺の境内の茶店。

CT] 
富

梅
林
の
散
策
コ

ー
ス
に
は
露
店
が
出
店
し
、

自
家
梨
の
梅
干
し
や
梅
菓
子
を
販
売
。

p
 

t. 

梅
林
歩
き
の
ス
タ
ー
ト
は
下
曽
我
駅
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
ま
ず
、
駅
前
の

「梅
の
里
セ
ン
タ
ー
」
で
地

図
を
も
ら
い
、
散
策
コ

ー
ス
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

土
産
物
屋
で
に
ぎ
わ
う
駅
前
尚
店
街
を
抜
け
る
と
左

手
に
中
河
原
梅
林
が
見
え
、
梅
林
の
枝
の
あ
い
だ
に

4
 

白
富
十
が
優
美
な
姿
を
現
し
ま
す
。

1

悴
我
の
梅
は
ー
郎
、
杉
田
、
白
加
賀
な
ど
の
実
梅

――-IIaa
種
が
中
心
で
、
こ
れ
ら
は
梅

T
し
の
他
に
ワ
イ

ン
、
ジ
ャ
ム
、
梅
＂果
子
な
ど
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
本

数
約
三
．
jJ
刊
千
本
。
匂
い
の
少
な
い
白
枷
と
は
い
え
、

辺
り
一
帝
に
甘
い
香
り
が
蹂
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
右
手
の
坂
を
登
る
と
瑞
雲
寺
。
楼
内
の

老
梅
を
見
な
が
ら
茶
店
で

一
休
み
。
坑
内
窃
台
か
ら

富
上
を
眺
め
、
坂
道
を
下
っ
て
城
前
寺
へ
向
か
い
ま

す
。
こ
こ
ま
で
休
憩
を
含
め
て
約

一
時
間
。

さ
て
、

"W我
と
い
え
ば
、
仇
討
ち
で
知
ら
れ
る
曽

我
兄
弟
ゆ
か
り
の
地
。
菩
提
寺
の
城
前
寺
に
は
卜
郎、

五
郎
の
供
程
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
図
の
コ

ー
ス
で
は
、

南
に
ド
る
と
、
別
所
梅
林
、
原
梅
林
が

あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
ち
ょ
っ
と
寄
り
逍
し
て
、
宗

我
神
社
の
裏
手
の
民
家
の
庭
を
訪
ね
ま
し
た
。
曽
我

に
は
珍
し
い
牡
丹
梅
が
満
開
と
聞
い
た
か
ら
で
す
。

原
種
は
フ
ジ
ボ
タ
ン
で
五
十
年
を
超
え
る
と
い
う
鮮

5
 

や
か
な
紅
梅
で
、
こ
れ
を
見
る
た
め
に
訪
ね
て
く
る
ー

人
も
多
い
と
の
こ
と
。

曽
我
の
梅
林
歩
き
の
楽
し
み
は
、
富
上
の
山
容
と

春
を
告
げ
る
白
梅
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
妙
、
そ
れ
に

加
え
て
、
紅
梅
の
美
し
さ
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

◆
梅
ま
つ
り
は
、

2
月
1
日
か
ら
3
月
初
め
の
日
曜
日
ま
で
開
催
。

期
間
中

「流
鏑
馬
」

「野
だ
て
」
「
小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
踊
り
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆

い
合
わ
せ
先
は
、

11
ペ
ー
ジ
に
。

士

を

眺

め

な

が

ら

梅

の

里

を

散

策

す

る



祖
父
文
六
の
代
か
ら
私
で
一
1

代
日
で
す
。

の
し
栴
は
は
か
ら
茶
席
で
匝
宝
さ
れ
た
銘
菓

で
す
。
ほ
の
か
な
梅
の
香
り
と
甘
味
が
相
ま

っ
て
、
独
特
の
風
味
を
醸
し
出
し
ま
す

C

ぅ

ち
で
は
当
地
方
特
廂
の
梅
の
実
に
奸
蜜
を
加

え
て
い
ま
す
。
単
純
な
だ
け
に
難
し
い
和
菓

子
で
す
の
で
、
我
子
を
育
て
る
よ
う
に
て
い

ね
い
に
作
っ
て
い
ま
す
。

（談）

株
式
会
社
文
六
総
本
舗
◆
湯
河
原
町
土
肥
4
|
10ー

6

C
0
4
6
5
(
6
2
)
3
3
30

F
A
X
0
4
6
5
(
6
3
)
3
7
 0
0
 

曇4

文

六

総

本

舗

J
-

ょ/

ル・・
'
4

L

ヽ

d

―
ミ

60

ヽ
，囮
汎一

匂
庄

4
 三―

そこ
土爆

上品で梅の香りがほの

かな銘菓。日持ちがし

て、自然食品としても

理想的とのこと。 ~ 

m
n我
の
枷
を
使
っ
て
、
淡
け
込
み
か
ら
干

し
あ
げ
ま
で
．
貰
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
苦

我
の
梅
は
肉
質
が
軟
ら
か
く
、
呆
肉
が
多
い

の
が
牡
徴
で
す
。
こ
れ
を
―-H
-1晩
の
上
用

|
し
を
繰
り
返
し
て
9
nみ
を
出
す
。
と
も
か

＜
旨
味
を
出
す
に
は
天

U
Tし
が

一
番
。
人

nに
俊
る
も
の
な
し
で
す
。
私
は
、
毎
H
朝

晩
欠
か
さ
ず
に
栴
ー
し
を
食
べ
て
き
ま
し
た

か
ら
、
こ
の
と
お
り
元
気
u

お
か
げ
で
病
気

知

ら

ず

で

す

。

（

談

）

塩度8%の白梅干を中

心にしそ梅やしそシャ

リ梅などのオリジナル

商品を揃えています。

梅

の

甲

か

み

お

梅
は
奈
良
時
代
前
期
に
中
国
か
ら
渡
米

し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
当
時
は
漢
方
薬

う

ば
い

と
し
て
規
焼
き
に
し
た
烏
梅
を
熱
冷
ま
し

や
咳
止
め
に
用
い
ま
し
た
。
奈
良
時
代
か

ら
梅
の
呆
実
を
食
べ
る
風
四
は
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
記
録
の
う
え
で
梅

rし
が
表

れ
る
の
は
平
安
時
代
。
僧
侶
が
洒
の
行
と

し
て
作
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
「
塩
枷
」

と
い
う
言
葉
が
表
れ
る
の
も
こ
の
頃
で
す
。

そ
の
後
、
梅

rし
は
本
格
的
に
楽
川
か

ら
食
用
へ
と
転
川
。
鎌
弁
時
代
の
武
家
の

食
卓
に
枷
干
し
が
添
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

へ
い
り

．．．
 

9
 

り
、
兵
糧
（
戦
時
食
）
と
し
て
必
携
品
と

さ
れ
ま
し
た
。
枷
干
し
は
、
唾
液
分
泌
を

促
し
泊
化
機
能
が
よ
く
、
喉
の
渇
き
を
止

め
、
鮒
毒
作
川
を
有
す
、
等
々
の
効
用
が

見
直
さ
れ
、
多
く
の
大
名
が
領
地
に
梅
園

を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
汀

戸
時
代
に
な
る
と
柑

rし
づ
く
り
は
ま
す

ま
す
盛
ん
に
な
り
、
ど
こ
の
腐
家
で
も
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
梅
干
し
に
紫

蘇
を
加
え
て
赤
く
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
江
戸
の
後
期
か
ら
と
い
わ
れ
ま
す
。

小
田
原
で
も
早
宏
を
は
じ
め
北
条
氏
の

時
代
に
梅
干
し
づ
く
り
が
奨
励
さ
れ
ま
す

が
、
本
格
的
な
生
産
が
始
ま
っ
た
の
は
文

化
文
政
期
の
人
久
保
忠
真
の
時
代
で
す
。

小
田
原
地
方
の
悔
岸
に
は
広
い
塩
田
が
あ

り
、
塩
の
供
給
が
悶
宮
な
こ
と
が
枷
干
し

づ
く
り
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
頃
、

東
海
道
を
行
き
来
す
る
旅
人
に
と
っ
て
弁

当
の
腐
敗
を
防
ぐ
枷
千
し
は
必
面
品
。
箱

根
、
小
川
原
で
は
士
産
物
と
し
て
も
売
ら

れ
、
し
だ
い
に
全
国
に
矧
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た。

17 16 



‘ 
上右と左／パンづくりに励みながら、店長として店を支える西村さん。中上／ 「バン

のことなら何でも知っている」という社長の塩田一善さん（右）と。中下／温かな雰囲

気の店舗。創業は昭和28年。下右／店舗のある1日東海道で、江戸時代には「サボテン

茶屋」を営業。その記念碑が店舗脇に。下中と左／ドイツの街角とパリのパン屋の店頭。

平
成
十
二
年
に
⑱
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振

興
財
団
主
催
の
商
業
従
業
者
海
外
派
遣
団
に

参
加
し
て
、
ド
イ
ツ
、
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
、

フ
ラ
ン
ス
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

私
は
「
エ
ス
プ
ラ
ン
」
と
い
う
パ
ン
と
洋

艇
子
の
店
の
店
長
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
来
の
仕
事
は
パ
ン
職
人
で
す
か
ら
、

一
度

は
本
場
の
パ
ン
屋
を
自
分
の
目
で
見
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ま
さ
に
顧
っ
た
り

適
っ
た
り
で
し
た
。
そ
れ
も
海
外
へ
行
く
の

は
生
ま
れ
て
初
め
て
で
す
。
社
長
に

「
勉
強

し
て
こ
い
」
と
言
わ
れ
た
と
き
は
興
奮
し
ま

生
ま
れ
て
初
め
て
の
海
外
視
察
に
興
奮

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
驚
い
た
の
は
、
町
並
み
が

美
し
い
こ
と
で
す
。
雨
に
濡
れ
た
石
費
や
教

会
の
仔
ま
い
な
ん
て
、
ま
る
で
映
画
の
世
界

（
笑
い
）
。
パ
ン
屋
は
朝
の
六
時
半
頃
に
は
開

い
て
い
て
、
早
く
か
ら
焼
き
た
て
の
パ
ン
を

□

本
の
パ
ン
屋
と
の
違
い
に
唖
然

し
た
。
ち
ょ
う
ど
店
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
頭

を
悩
ま
せ
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
か
ら
、
少

し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
し

か
し
社
長
か
ら
は
、

「そ
ん
な
に
緊
張
し
て

い
た
ら
何
も
見
え
な
い
ぞ
。
気
楽
に
行
っ
て

く
れ
ば
い
い
ん
だ
」
と
言
わ
れ
て
、
少
し
ほ

っ
と
し
ま
し
た
ね
（
笑
い
）
。

買
い
に
く
る
お
客
さ
ん
が
並
ん
で
い
る
そ
う

で
す
。
さ
す
が
パ
ン
が
主
食
の
国
で
す
。

私
が
視
察
し
た
の
は
パ
リ
の
ボ
ア
ラ
ー
ヌ

（
パ
ン
屋
）
で
す
。
わ
り
あ
い
小
さ
な
店
で

し
た
が
、
た
い
へ
ん
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。

パ
ン
づ
く
り
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
日
本
と
違
う
の
は
、
昔
な
が
ら
の
石
窯

19

で
焼
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
生
地
を

成
形
す
る
の
に
め
ん
棒
ひ
と
つ
使
わ
な
い
。

伝
統
的
な
手
づ
く
り
の
製
法
を
そ
の
ま
ま
守

っ
て
い
ま
す
。
パ
ン
の
種
類
も
五
種
類
、
食

事
パ
ン
し
か
置
い
て
い
ま
せ
ん
。
唖
然
と
し

ま
し
た
ね
。
そ
れ
で
商
売
と
し
て
成
り
立
っ

．1
.り
や

て
い
る
ん
で
す
か
ら
羨
ま
し
い
で
す
ね
。
う

18 



上／翻見は神社仏閣の多い町。中でも有名なのが曹洞宗の総本山 ・総持寺c 寺域50万

平方勾こ約50棟の堂宇が建ち、周囲には森林が。国際的な禅の根本道場としても知ら

れています。下右／天台宗の古刹・天王院。下中／京急鶴見駅前の商店街 (I日東海道）。

下左／鶴見のシンボルとして親しまれる鶴見/II(潮見橋附近）と横浜銀行鶴見支店。 ‘ 
焔
っ
て
き
て
三
年
近
く
経
ち
ま
し
た
が
、

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
視
察
旅
行
で
経
験

お
客
さ
ん
と
索
＋
Inに
接
す
る
こ
と

ち
な
ん
か
は
、
頁
了
十
種
類
く
ら
い
は
悩
い

て
ま
す
。
少
し
多
す
ぎ
る
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
お
客
さ
ん
の
好
み
も
夕
名
仙
化
し
て
い
ま

す
か
ら
ね
。
ア
イ
テ
ム
数
が
多
い
と
、
パ
ン

屋
と
し
て
は
そ
れ
だ
け
手
間
が
か
か
る
し
、

無
駄
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
無
駄

を
出
さ
な
い
と
い
、
ユ
宕
努
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

パ
ン
屋
は
徹
底
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
は

今
後
の
課
題
に
な
り
ま
し
た
。

し
た
こ
と
の
火
き
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
、
社
長
か
ら
は
、
「
お
客
さ
ん
の
気
持

ち
を
少
し
で
も
つ
か
む
よ
う
に
、
も
っ
と
積

極
的
に
し
ゃ
べ
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
日
頃
か
ら

「自
分
が
し
て
も
ら
っ
て

う
れ
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
、
お
客
さ
ん
に
も
す

る
よ
う
に
」
と
い
う
の
が
社
長
の
方
針
な
ん

で
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
そ
れ
が

こ
番
難
し

い
こ
と
で
し
た
。
人
と
う
ま
く
し
ゃ
べ
る
の

が
苫
手
で
す
し
、
自
分
は
パ
ン
職
人
な
の
に
、

と
い
、

2
，丸
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
で
す
か
ら
、
海
外
派
遣
団
に
参

加
し
た
と
き
は
、
皆
と

一
緒
に
楽
し
く
や
れ

る
か
ど
う
か
が
心
配
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
明

る
く
て
、
い
い
人
た
ち
ば
か
り
。
職
種
が
違

う
人
た
ち
と
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
が
で
き
た

の
も
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
ま
た
、
視
察

で
油
れ
た
店
の
人
た
ち
も
、
皆
フ
ラ
ン
ク
で

笑
頻
を
絶
や
さ
な
い
。
小
さ
な
店
ほ
ど
そ
う

で
し
た
。
け
っ
し
て
無
理
し
て
そ
う
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

自
分
が
作
っ
た
パ
ン
を
食
べ
て
い
た
だ
く
。2

 

わ
け
で
す
か
ら
、
も
っ
と
素
直
に
い
ろ
ん
な

こ
と
を
聞
い
て
も
い
い
ん
で
す
ね
。
お
客
さ

ん
の
気
持
ち
が
分
か
ら
な
い
と
、
パ
ン
づ
く

り
だ
っ
て
独
り
よ
が
り
に
な
る
。
そ
の
こ
と

が
よ
う
や
く
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

（談）

西
村
雅
弘

（に
し
む
ら
・
ま
さ
ひ
ろ
）
●
昭
和
48年
滋
賀
県
生

ま
れ
。
大
阪
の
専
門
学
校
で
バ
ン
駿
造
を
学
び
、
卒
業
後
伊
丹

市
の
ホ
テ
ル
に
就
職
。
平
成
9
年
、
園
エ
ス
プ
ラ
ン
洋
菓
子
店

に
入
社
し
、
現
在
店
長
と
し
て
勤
務
。

※
帥
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財
団
で
は
、
土
業
の

―
つ
の

柱
と
し
て
平
成
元
年
よ
り
神
奈
川
嗅
の
商
業
従
業
者
の
方
を

対
象
に
「
神
奈
川
県
商
業
従
業
者
海
外
派
遠
車
業
」
を
主
偕
゜

海
外
の
商
業
文
化
を
視
察
す
る
機
会
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

O 150 30Dm 
I I I 

卍天王院

I 横浜銀行

鶴見西口支店

ヅ横浜銀行
鶴見駅 鶴見支店

D 

.P 京急鶴見駅

,,'¥ 
エスプラン

認 ＼悶パ羊菓子：見II

（有）エスプラン洋菜子店
，横浜市鶴見区鶴見中央4-1-7

京急鶴見駅から徒歩1分
合045(501)2147 FAX 045 (501)8665 

営業は 7時-19時日曜休

総持寺卍

鶴
見
区
役
所．
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年金

- ―  ＇ ホール

t 』お大 II¥懃羹細
ツ ● こ

迎活場虹占年

ら月悶
ぇ躍すでご恒
しのるはを例

2, 3015 ま林な‘はと

g胤子内家ど岡じな
〇 洟 月 '- ,.-界 めり

；屈I:〗 ti、[
屑甘- 匠手 ~ f 薪
鬼

をと
し早マ

，．フ春

税 て悲やは
込~ も平映、ま．き~ . 画

怖 t ん

大と
~ 寄

色に腐
に悶は

嵐
~ 

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

霜

浜
高
島
屋
6階
チ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

＠
相
鉄
ジ
ョ
イ
ナ
ス
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

＠
サ
ウ
ン
ド
ボ
ー
ト

＠
チ
ケ
ッ
ト
び
あ

6
0
4
5
(3
1
1)
5
1
1
1
 

6
0
4
5
(3
1
9
)
2
4
5
6
 

6
0
4
5
(2
4
3)
9
9
9
9
 

6
0
3
(5
2
3
7)
9
9
9
0
 

〈は
ま
ぎ
ん
〉
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
年
金
」
電
話
相
談
サ
ー
ビ
ス
（
無
料
）の
ご
案
内

年
金
制
度
や
年
金
訥
求
の
手
続
き
方
法
な
ど
、

年
金
に
関
す
る
疑
問
に
何
で
も
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
竜
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

上

・
13耀
口
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
毎
週

一回
実
施
し
て
い
る

「
年
金
教
室
」
の
お
申
し
込
み
も
承
り
ま
す
。

ま
た
、
年
金
に
関
連
し
た
一雇
用
保
険
制
度
、

健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
ご
相
談
も
お
受
け
で
き
ま
す
。

フ
リー
ダ
イ
ヤ
ル
、
．
｀
｀`
、ヨ

リ
パ

ン

ク

●
〈
は
ま
ぎ
ん
〉
年
金
デ
ス
ク
ー
g
0
1
2
0
(
3
3
4
)
0
8
9

●
柑
談
受
付
日

毎
日
。
（
た
だ
し
、
祝

H
、
12
月

31
日

i
1
月

3
日、

5
月
3
H
i
5
R
は
休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

●
柑
談
受
付
時
間

9
時

i
1
7時

新
春
は
ま
ぎ
ん
寄
席

林
家
こ
ん
平
独
演
会

＠
は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル

ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ

横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
3
ー
1
ー
ー

（横
浜
銀
行
本
店
1
階
）

電
話
●
0
4
5
(
2
2
5
)
2
1
7
3

交
通
●
桜
木
町
駅
〔
J

R
線
・
東
急
東
横
線
・
横
浜
市
営
地
下
鉄
線
〕

下
車
、「
動
く
歩
道
利
用
」
5
分

http://w
w
w
.y
o
k
o
h
a
m
a
 ,
 
viamare
.or.jp/
 

※

「
マ
イ
ウ
ェ
イ
」
へ
の
ご
意
見

・
ご
要
望
は

i
n
f
o
@
y
o
k
o
h
a
m
a
 ,
 
via
m
a「
e
.or
.jp
ま
で

お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

栢
は
、
古
く
に
巾
国
よ
り
渡
来
し
て
き

た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
歌
に
詠
ま

れ
、
観
梅
に
も
代
表
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、

私
た
ち
H
本
人
に
最
も
愛
さ
れ
、
親
し
ま

れ
て
い
る
花
木
の
一

っ
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
美
し
い
物
や
艮
い
物
が
並
ん
で
い
る

椋
子
を

「梅
と
桜
」
に
例
え
た
諺
が
あ
り

ま
す
が
、
私
た
ち
の
梅
に
託
す
る
思
い
が

窺
い
知
れ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

翡
方
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
梅
に
は
、

「
観
る
」
「
詠
む
」
「
食
す
る
」「
香
る
」

等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
そ
れ
ら
の
う
ち
、
「
観
る
楽

し
み
」
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

梅
の
名
所
は
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
が
、

〈は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル
ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

そ
の
う
ち
十
ニ
ヶ
所
を
ご
紹
介
す
る
こ
と

と
し
、一

足
早
い
梅
便
り
（
本
年
旱
々
に

撮
影

•

取
材
し
た
も
の
）
を
、
お
届
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
梅
の
実
は
昨
今
の
健
康
食
ブ
ー

ム
の
中
で
ひ
と
き
わ
そ
の
効
能
の
高
さ
が

注
目
を
浴
び
る
食
材
で
す
。
多
方
面
で
重

用
さ
れ
る
中
で
、
県
の
名
産
品
の
梅
千
し

2
.

と
梅
弟
子
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

寒
さ
も
厳
し
く
な
る
折
、
こ
の
小
冊
子

を
通
し
て
早
春
の
息
吹
を
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関

係
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す。

財
団
法
人
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財
団

事
務
局
長

消
水
照
雄

編
集
後
記

ホール全景

舞台形式から平土間形式まで、

輻広くご利用いただけます。
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